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RESULTS FOR RESULTS FOR 22Q OF FYQ OF FY20092009

SLIDE No.

1 事業等のリスク事業等のリスク

本資料に記載されている、将来に関する記述を含む歴史的事実以外のすべての記述は、当社グループが現在入手している情報に基づく、

現時点における予測、期待、想定、計画、認識、評価等を基礎として記載されているに過ぎません。また、予想数値を算定するためには、

過去に確定し正確に認識された事実以外に、予想を行うために不可欠となる一定の前提（仮定）を用いております。

これらの記述ないし事実または前提（仮定）は、客観的には不正確であったり将来実現しない可能性があります。その原因となる潜在的リスクや

不確定要因としては以下の事項があり、これらはいずれも当社グループの事業、業績または財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。

また、潜在的リスクや不確定要因はこれらに限られるものではありませんのでご留意下さい。

1. 携帯電話の番号ポータビリティ、新規事業者の参入など、通信業界における他の事業者及び他の技術等との競争の激化をはじめとする市場環境の

変化に関連して、当社グループが獲得・維持できる契約数が抑制されたり、ＡＲＰＵの水準が逓減し続けたり、コストが増大する可能性があること

2. 当社グループが提供している、あるいは新たに導入・提案するサービス・利用形態・販売方式が十分に展開できない場合、

当社グループの財務に影響を与えたり成長が制約される可能性があること

3. 種々の法令・規制・制度の導入や変更または当社グループへの適用により、当社グループの事業運営に制約が課されるなど悪影響が発生し得ること

4. 当社グループが使用可能な周波数及び設備に対する制約に関連して、サービスの質の維持・増進や、顧客満足の継続的獲得・維持に悪影響が

発生し得ること

5. 第三世代移動通信システムに使用している当社のＷ－ＣＤＭＡ技術やモバイルマルチメディアサービスの海外事業者への導入を促進し、

当社グループの国際サービス提供能力を構築し発展させることができる保証がないこと

6. 当社グループの国内外の投資、提携及び協力関係や、新たな事業分野への出資等が適正な収益や機会をもたらす保証がないこと

7. 当社グループの携帯電話端末に決済機能を含む様々な機能が搭載され、当社グループ外の多数の事業者のサービスが携帯電話端末上で

提供されるなかで、端末の故障・欠陥・紛失等や他の事業者のサービスの不完全性等に起因して問題が発生し得ること

8. 当社グループの提供する製品・サービスの不適切な使用により、当社グループの信頼性・企業イメージに悪影響を与える社会的問題が発生し得ること

9. 当社グループまたは業務委託先等における個人情報を含む業務上の機密情報の不適切な取り扱い等により、

当社グループの信頼性・企業イメージの低下等が発生し得ること

10.当社グループが事業遂行上必要とする知的財産権等の権利につき当該権利の保有者よりライセンス等を受けられず、その結果、特定の技術、

商品またはサービスの提供ができなくなる可能性があること、また、当社グループが他者の知的財産権等の権利の侵害を理由に損害賠償責任等を

負う可能性があること

11.地震、電力不足、機器の不具合等や、ソフトウェアのバグ、ウィルス、ハッキング、不正なアクセス、サイバーアタック等の人為的な要因に起因して、

当社グループのサービス提供に必要なネットワーク等のシステム障害や当社グループの信頼性・企業イメージの低下等が発生し得ること

12.無線通信による健康への悪影響に対する懸念が広まることがあり得ること

13.当社の親会社である日本電信電話株式会社が、当社の他の株主の利益に反する影響力を行使すること
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2 US GAAP

◆本資料における連結財務諸表等は、会計監査人による監査を受けておりません

◆フリーキャッシュフローの算定にあたっては、期間3ヶ月超の資金運用を目的とした金融商品の取得、償還及び売却による増減を除いています

＊各数値の算定については、本資料の３９頁「財務指標（連結）の調整表」並びに当社ホームページ (www.nttdocomo.co.jp) 内の「IR情報」をご参照ください

48.2%48.2%3434,,460460--1.8%1.8%16,60616,60616,90816,908営業費用営業費用
（億円）（億円）

--3636..66--2.42.4 pointspoints39.039.041.441.4EBITDAEBITDAマージンマージン
（（%%））**

2626.2%.2%33,,600600--945945--664646フリーキャッシュフローフリーキャッシュフロー
（億円）（億円）**

51.0%51.0%3434,,610610--5.6%5.6%17,66217,66218,71918,719携帯電話収入携帯電話収入

（億円）（億円）

進捗率
(2) / (3)

2010/3
(通期予想) (3) 

今回予想

増減
(1) →(2)

2009/4-9
(1H) (2)

2008/4-9
(1H) (1)

44,,930930

88,,250250

88,,300300

4242,,760760

58.2%58.2%--14.3%14.3%4,7994,7995,6025,602税引前利益税引前利益

（億円）（億円）

58.5%58.5%--15.9%15.9%4,8524,8525,7695,769営業利益営業利益
（億円）（億円）

50.2%50.2%--5.4%5.4%21,45821,45822,67822,678営業収益営業収益
（億円）（億円）

57.8%57.8%--17.9%17.9%2,8472,8473,4673,467当社に帰属する四半期当社に帰属する四半期
（当期）純利益（当期）純利益 （億円）（億円）

２００９年度２００９年度 第２四半期決算第２四半期決算（累計）（累計）概況概況
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3

全ユーザの約５割まで拡大全ユーザの約５割まで拡大

２００９年度２００９年度 第２四半期決算第２四半期決算（累計）（累計） のポイントのポイント （（11））

音声収入の減

バリュープランバリュープラン

前年同期比１４６万台減の８８１万台前年同期比１４６万台減の８８１万台
端末販売収入・

費用の減

契約率※は４７％まで拡大契約率※は４７％まで拡大 パケット収入の増

※ パケ・ホーダイ契約率＝パケ・ホーダイ契約数（パケ･ホーダイ フル、パケ・ホーダイ ダブルを含む）/ＦＯＭＡⅰモード契約数

パケ・ホーダイパケ・ホーダイ

総販売数総販売数



RESULTS FOR RESULTS FOR 22Q OF FYQ OF FY20092009

SLIDE No.

4 ２００９年度２００９年度 第２四半期決算第２四半期決算（累計）（累計）のポイントのポイント （２）（２）

その他の収入の増

+５０４億円

２００８年度 上期 ２００９年度 上期

営業利益営業利益

５５,,７６９億円７６９億円

営業利益営業利益

４４,,８５２億円８５２億円

前年同期比前年同期比
--９１７億円９１７億円
（（--１５１５..９％）９％）

営業利益の増減要因（前年同期比）営業利益の増減要因（前年同期比）

パケ・ホーダイ ダブル

加入者数の増

パケ・ホーダイ ダブル

加入者数の増

営業収益

-１,２２０億円

営業費用

-３０３億円

その他の費用の増

+２５３億円

パケット収入の増

+４１４億円

バリュープランに
よる影響

- ６００億円

バリュープランに
よる影響

- ６００億円

端末販売収入の減

-６６７億円 端末販売費用の減

-５５６億円

音声収入の減

-１,４７１億円
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5

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q（予想） 4Q（予想）

22,,965965
22,805,805

1,6981,698

2,5182,518

842842

２００８年度 営業利益：８,３１０億円 ２００９年度 営業利益：８,３００億円（今回予想）

（単位：億円）

・ ２００８年度は新販売モデル導入による利益浮揚効果などがあり、上期に大きく利益が発生

・ ２００９年度 上期の営業利益は、計画に対して概ね想定どおり

新販売モデル導入による
利益浮揚効果の影響

ｍｏｖａ資産 等

繰上償却を実施

《２００８年度の特殊要因》

３,０００

０

２００９年度２００９年度 第２四半期決算第２四半期決算（累計）（累計）のポイントのポイント （３）（３）

2,2,334334
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6 新たなビジネスモデルの状況新たなビジネスモデルの状況

新たな割引サービス※１新たな割引サービス※１
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■契約数・契約率

：契約率（左軸）

：契約数（右軸）

（契約数：万契約）（契約率：％）

※１ 「ファミ割ＭＡＸ５０」 「ひとりでも割５０」 「オフィス割ＭＡＸ５０」

新たな販売モデル新たな販売モデル

■バリュープラン契約数・バリューコース選択率※２
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08/3 08/6 08/9 08/12 09/3 09/6 09/9
0
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2,000
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※２ 新たな販売モデルでの端末販売におけるバリューコースの選択率

：バリューコース選択率（左軸）

：バリュープラン契約数（右軸）

（契約数：万契約）（バリューコース選択率：％）

2008年度2007年度 2007年度 2008年度2009年度 2009年度

契約率

６３％

契約率

６３％

契約率

４９％

契約率

４９％
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7 携帯電話携帯電話（（FOMA+movaFOMA+mova））ARPUARPU

0

2,000

4,000

6,000

8,000

音声ARPU 4,440 4,340 4,090 3,780 3,560 3,450 3,340 2,970 3,010 2,970 2,860 2,840 

パケットARPU 2,120 2,210 2,200 2,270 2,330 2,410 2,390 2,420 2,430 2,450 2,420 2,460 

      （再掲）ｉモードARPU 2,090 2,180 2,170 2,230 2,290 2,360 2,350 2,370 2,380 2,390 2,360 2,390

（再掲）国際サービス分ARPU 60 70 70 80 80 90 80 70 70 80 80 80

パケットARPU対前年同期増減率 7.6 11.6 9.5 9.1 9.9 9.0 8.6 6.6 4.3 1.7 1.7 3.4

4-6(1Q) 7-9(2Q) 10-12(3Q) 08/1-3(4Q) 4-6(1Q) 7-9(2Q) 10-12(3Q) 09/1-3(4Q) 4-6(1Q) 7-9(2Q)
10/3

(通期予想)

10/3

(通期予想)

（単位：円）

◆ ARPUの定義および算出方法については、本資料の３８頁「MOU・ARPUの定義および算出方法について」をご参照ください

6,560 6,550 6,290

・ ２００９年度上期の総合ＡＲＰＵは５,４３０円 （前年同期比：-７.５％）
パケットＡＲＰＵは２,４４０円 （前年同期比：＋３.４％）

6,050

2,120 2,210 2,200 2,270 2,330 2,410 2,390 2,420

5,890 5,860 5,730
5,390 5,440

2,430

上期 総合ＡＲＰＵ
５,４３０円

（前年同期比 –7,5％）

音声 ２,９９０円
（同 –14,8％）

パケット ２,４４０円
（同 +3,4％）

上期上期 総合ＡＲＰＵ総合ＡＲＰＵ
５５,,４３０円４３０円

（前年同期比（前年同期比 ––77,5,5％）％）

音声音声 ２２,,９９０円９９０円
（同（同 ––14,814,8％）％）

パケットパケット ２２,,４４０円４４０円
（同（同 +3+3,,44％）％）

5,280

2,420

（０９年４月２８日発表） （今回発表）

2,450 2,460

5,3005,420

通期総合ＡＲＰＵ ６,３６０円
（前年同期比 –５.１％）

音声 ４,１６０円 （同 –１１.３％）
パケット ２,２００円 （同 +９.５％）

通期総合ＡＲＰＵ通期総合ＡＲＰＵ ６６,,３６０円３６０円
（前年同期比（前年同期比 ––５５..１％）１％）

音声音声 ４４,,１６０円１６０円 （同（同 ––１１１１..３％）３％）

パケットパケット ２２,,２００円２００円 （同（同 ++９９..５％）５％）

通期総合ＡＲＰＵ ５,７１０円
（前年同期比 –１０.２％）

音声 ３,３３０円 （同 –２０.０％）

パケット ２,３８０円 （同 +８.２％）

通期総合ＡＲＰＵ通期総合ＡＲＰＵ ５５,,７１０円７１０円
（前年同期比（前年同期比 ––１０１０..２％）２％）

音声音声 ３３,,３３０円３３０円 （同（同 ––２０２０..０％）０％）

パケットパケット ２２,,３８０円３８０円 （同（同 ++８８..２％）２％）

上期 総合ＡＲＰＵ
５,８７０円

（前年同期比 –10,4％）

音声 ３,５１０円
（同 –20,0％）

パケット ２,３６０円
（同 +9,3％）

上期上期 総合ＡＲＰＵ総合ＡＲＰＵ
５５,,８７０円８７０円

（前年同期比（前年同期比 ––1010,,44％）％）

音声音声 ３３,,５１０円５１０円
（同（同 ––2020,,00％）％）

パケットパケット ２２,,３６０円３６０円
（同（同 +9+9,,33％）％）

上期 総合ＡＲＰＵ
６,５５０円

（前年同期比 –3,8％）

音声 ４,３９０円
（同 –9,1％）

パケット ２,１６０円
（同 +9,1％）

上期上期 総合ＡＲＰＵ総合ＡＲＰＵ
６６,,５５０円５５０円

（前年同期比（前年同期比 ––33,,88％）％）

音声音声 ４４,,３９０円３９０円
（同（同 ––99,,11％）％）

パケットパケット ２２,,１６０円１６０円
（同（同 +9+9,,11％）％）
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8 解約率解約率

・ ２００９年度 上期の解約率は０.４５％

0.00

0.50

1.00

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

■携帯電話 （ＦＯＭＡ+ｍｏｖａ） 解約率

▲新たな割引サービス（8月）

▲新たな販売モデル （11月）

（単位：％）

2007年度 2008年度

通期解約率通期解約率 ００..８０％８０％

0.52％0.51％

0.44％

通期解約率通期解約率 ００..５０％５０％

0.52％ 0.46％

2009年度

上期解約率 ０.４５％上期解約率上期解約率 ００..４５％４５％

0.44％
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9 総販売数総販売数

0

400

800

1,200

1,600

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

・上期の総販売数は８８１万台 （前年同期比：-１４.２％）
・２００９年度の総販売数は１,８２０万台（前年度比：-９.６％）を見込む

2007年度 2008年度

◆ 各社決算説明会資料等より算出 ◆ＴＵ‐ＫＡ、イー・モバイルを含まない

： 総販売数 （docomo + au + SOFTBANK）

： 総販売数 （docomo）

656

2009年度

（単位：万台）

532

通期通期 ：： ２２,,５７４万台５７４万台
上期上期 ：： １１,,２８０万台２８０万台

通期通期((予想予想) ) ：： １１,,８２０万台８２０万台
上期上期 ：： ８８１万台８８１万台

通期通期 ：： ２２,,０１３万台０１３万台
上期上期 ：： １１,,０２７万台０２７万台

446
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10 純増シェア・ＭＮＰ純増シェア・ＭＮＰ

・２００９年度 第２四半期の純増シェアは２８.２％

■純増シェア
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SoftBankSoftBank

auau
EMOBILEEMOBILE

docomodocomo

通期純増シェア １２.８％通期純増シェア通期純増シェア １２１２..８％８％ 通期純増シェア ２５.５％通期純増シェア通期純増シェア ２５２５..５％５％ 上期 ２７.３％上期上期 ２７２７..３％３％

2007年度 2008年度 2009年度

-20

-15

-10

-5

0

■ＭＮＰでの契約者の増減 （各月）

（単位：万契約）

ＭＮＰ流出は減少トレンド

（単位：％）

06/10 12 607/3 9 12 08/3 6 9 12 09/3 6 9



RESULTS FOR RESULTS FOR 22Q OF FYQ OF FY20092009

SLIDE No.

11

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

07/6 07/9 07/12 08/3 08/6 08/9 08/12 09/3 09/6 09/9 10/3（予想）

ＦＯＭＡへのマイグレーションＦＯＭＡへのマイグレーション

（単位：万契約）

mova

5,580

（ ）：ＦＯＭＡ比率=ＦＯＭＡ契約数／携帯電話契約数（%）

5,303
（95.0%）

4,904
（89.8%）

5,4605,339

4,395
（82.3%）

◆通信モジュールサービスを含む

944
556

277

2007年度 2008年度 2009年度

・ ２００９年度第２四半期の移行数は５９万

・ ２００９年度末でのＦＯＭＡ契約率９５％を目指す

5,294 5,394

1,290
749

4,004
（75.6%）

4,644
（86.1%）

5,126
（92.9%）

393
5,519
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12 ２００９年度２００９年度 業績予想の見直し業績予想の見直し

-1,06034,46035,520営業費用（億円）

±08,3008,300営業利益（億円）

+12034,61034,490携帯電話収入（億円）

増減額
(1) →(2)

2010/3（通期）

今回予想 (2)

2010/3（通期）
当初予想 (1)

（2009年4月28日発表）

-2003,6003,800フリーキャッシュフローフリーキャッシュフロー
（億円）（億円）

-1,06042,76043,820営業収益（億円）

■■ 営業収益営業収益 （対当初予想：（対当初予想：--１１,,０６０億円）０６０億円）

・・ 携帯電話ＡＲＰＵの見直し等により、携帯電話収入が１２０億円増携帯電話ＡＲＰＵの見直し等により、携帯電話収入が１２０億円増

・・ 総販売数の見直し等により、端末販売収入が１総販売数の見直し等により、端末販売収入が１,,２３０億円減２３０億円減

■■ 営業費用営業費用 （対当初予想（対当初予想：：--１１,,０６０億円）０６０億円）

・・ 総販売数の見直し等により、端末機器原価が総販売数の見直し等により、端末機器原価が１１,,２６０億円減２６０億円減

・・ 端末保有期間長期化に伴う故障費用の増等により、ポイントサービス経費が１９０億円増端末保有期間長期化に伴う故障費用の増等により、ポイントサービス経費が１９０億円増
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13 ２００９年度２００９年度 業績予想見直しのポイント業績予想見直しのポイント

音声収入の減

-１３０億円

通期予想
（２００９/４/２８発表）

通期予想
（今回発表）

営業利益営業利益

８８,,３００億円３００億円

営業利益営業利益

８８,,３００億円３００億円

当初予想比当初予想比
±±０億円０億円

（（±±００..０％）０％）

営業利益の増減要因（２００９年度当初予想（２００９年４月２８日発表）との比較）営業利益の増減要因（２００９年度当初予想（２００９年４月２８日発表）との比較）

更なるコスト削減

-７０億円

パケット収入の増

+２５０億円

総販売数減による
手数料の減

音声ＡＲＰＵ
当初予想：２,８６０円
今回予想：２,８４０円

音声ＡＲＰＵ
当初予想：２,８６０円
今回予想：２,８４０円

パケットＡＲＰＵ
当初予想：２,４２０円
今回予想：２,４６０円

パケットＡＲＰＵ
当初予想：２,４２０円
今回予想：２,４６０円

総販売数
当初予想：１,９７０万台
今回予想：１,８２０万台

総販売数
当初予想：１,９７０万台
今回予想：１,８２０万台

-２４０億円

更なる
販売強化に伴う
手数料の増

+１９０億円

端末保有期間
長期化による
故障費用の増 等

+２４０億円

（ＥＩＴＦ０１-０９控除前※）

（ＥＩＴＦ０１-０９控除前※）

※２００９年７月１日より、米国財務会計基準審議会（以下「FASB」）が公表したFASB会計基準編纂書（以下「ASC」）に係る会計基準を適用しております。ASCは従来の会計基準を再構成したものであり、強制力のある米国会計基準の単一のソースとして位置付けられております。
当スライドにおいては、従来の会計基準書番号に基づいた参照先を記載しておりますが、適用される基準等に変更はございません。



中期ビジョンの進捗と今後の取組み中期ビジョンの進捗と今後の取組み

Copyright (C) 2009 NTT DOCOMO, INC. All rights reserved.
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15 ２００９年度上期における２００９年度上期における 戦略的取組みの実績戦略的取組みの実績

４８時間以内訪問対応件数 ２９,０００件

「ケータイてんけん」、
「電池パック安心サポート」も好評

ｉコンシェル契約数は２３０万を突破

「ドコモ ケータイ送金」開始
「イオンマーケティング」設立

解約率：低水準を維持
０９年度上期：０.４５％
（前年同期比 -０.０６ｐｔ）

パケットＡＲＰＵ：上昇

０９年度上期：２,４４０円
（前年同期比 +３.４％）

お客様満足度の
向上

パーソナル化
ソーシャルサポート

データプラン契約数※3は６７万まで増加

スマートフォン販売数も順調に増加

純増数：改善

０９年度上期：５８.６万契約
（前年同期比 +６.６％）

ＰＣデータ通信端末・
スマートフォン

ＢｅｅＴＶ契約数は８０万を突破※２動画サービス

パケ・ホーダイ※１契約数は
２,１５２万（契約率：４７％）まで増加

定額制

※１ パケ・ホーダイ フル、パケ・ホーダイ ダブルを含む ※２ ２００９年１０月１２日時点 ※３ 従量データプラン及び、定額データプラン スタンダード、定額データプラン６４Ｋの合計（バリュー含む）

（累計：４２,０００件）
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16 お客様満足度の向上お客様満足度の向上 （１）（１）

・ お客様満足度の向上に対する取組みが着実に評価

ＦＯＭＡレピータＦＯＭＡレピータ
の設置の設置

室内用補助室内用補助
アンテナの設置アンテナの設置

アンテナなどのアンテナなどの
設備調整設備調整

継続検討

アポイントメントお
客
様
か
ら
の

問
い
合
わ
せ

４８時間以内の訪問対応

訪問・調査

アフターサービスの拡充

お客様に常に快適に、安心してご利用頂けるようにサポート体制を強化

【訪問実績数】 ２９,０００件
（開始後累計 約４２,０００件）

【訪問による改善率】 ７８％※

※一部改善予定を含む

【訪問したお客様満足度】 ９７％

上期取組み実績

診断機 電池パック 補助充電アダプタ

または

【利用件数 （０９年度２Ｑ）】

「ケータイてんけん」
（２００９年７月１日～）

「電池パック安心サポート」の拡充
（２００９年７月１日～）

【利用件数 （０９年度２Ｑ）】

８６万件 １６０万件
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17

・ Ｊ.Ｄ. パワー アジア・パシフィックによる法人向け顧客満足度調査で、
第１位の評価を獲得 （２００９年９月２５日）

出典：Ｊ.Ｄ. パワー アジア・パシフィック２００９年日本法人向け携帯電話・ＰＨＳサービス顧客満足度調査ＳＭ。携帯電話・ＰＨＳサービスを提供する事業者に関して、従業員１００名以上の企業２,６３２社からの３,３０９件の

回答を得た結果による （１社につき最大２携帯電話・ＰＨＳ事業者の評価を取得）。 ｗｗｗ.ｊｄｐｏｗｅｒ.ｃｏ.ｊｐ

第１位

営業窓口の対応

サービス内容

サービス品質

コスト

総合評価

全てのお客様と
コンタクトする体制の構築

魅力的な端末および、
ソリューションの提案

Ｂ ｔｏ Ｂ ｔｏ Ｃビジネスの拡大

法人営業の取組み

総合満足度スコア

ｄｏｃｏｍｏ

業界平均

６１０

５８８

お客様満足度の向上お客様満足度の向上 （２）（２）
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18 パケット利用拡大パケット利用拡大

・ パケット定額制の加入拡大と動画サービスの拡充により、パケット利用は
更に拡大

※１ パケ・ホーダイ フル、パケ・ホーダイ ダブルを含む ※２ パケ・ホーダイ契約率＝パケ・ホーダイ契約数/ＦＯＭＡⅰモード契約数

動画コンテンツパケ・ホーダイ※１ 契約数

1,7611,761

（単位：万契約）

０９/６

1,3401,340

０８/１２

1,5751,575

０９/３

1,9581,958

1,3951,395

０８/９０８/６ １０/３

（予想）

（今回発表）

０９/９ ０９/５ ０９/６ ０９/７ ０９/８ ０９/９

８０万契約突破
（０９年１０月１２日時点）

契約者数

７０％以上

お試し会員からの有料会員転換率

3333

4444

5656

7070

7777

（単位：万契約）

2,1522,152

2,5802,580

（０９年９月実績）
４７％

パケ・ホーダイ契約率※２

１０/３

（予想）

（０９年４月２８日発表）

2,2,240240

０９年度目標 ： パケ・ホーダイ契約率５５％
（当初目標（０９年４月２８日発表）：４７％）
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・ ｉコンシェル契約数は２３０万契約を突破
・ ＧＰＳとの連動機能の導入により、パーソナルな情報を適時・適切に提供

サービスのパーソナル化サービスのパーソナル化 ~ ~ ｉｉ コンシェルコンシェル ~~

ｉ コンシェル

■ コンテンツ数

■ 契約数

（単位：万契約）

５０

１００

１５０

０９/６０８/１２ ０９/３ ０９/９

156156

9393

3030

２００

２３０万契約 突破２３０万契約 突破
（２００９年９月末時点）

２００

４００

６００

０８/１２ ０９/３ ０９/６ ０９/９

119191
244244

332332
442323

２５０

234234

ＧＰＳとの連動機能の導入

現在地の終電情報を

自動的に案内

お気に入りのレストラン情報を

自動で配信おトクなセール情報など

レコメンド

外出先の天気や地震情報を

自動配信

“そこならでは”の情報が“今ならでは”で飛んでくる

（２００９年１１月予定）

（単位：コンテンツ）

１０/３
（予想）

390390



RESULTS FOR RESULTS FOR 22Q OF FYQ OF FY20092009

SLIDE No.

20 ソーシャルサポートソーシャルサポート

東京大学病院との共同研究

大気情報センシング

医療機関来院時の利便性向上

救急医療支援

診療行為の効率化

■ 基地局等を活用した環境センサーネットワークの構築

０９年度中 トライアル開始

１０年度以降 本格展開

０９年９月より研究開始

太陽電池
パネル

センサー

(FOMA

1

2

環境情報
プロバイダー

3

ＦＯＭＡ

センサー

データ多重装置
（ＦＯＭＡモジュール含む）

環境情報
プロバイダー

環境情報
プロバイダー

蓄積サーバ

基地局

環境センサーネットワーク
花粉

紫外線

気温

雷雨

Ｆｅｌｉｃａ
ゲート

① 個人健康情報に関するデータベース（病院データベースとの連携）
② ケータイによる位置／認証を基にした行動支援機能の融合

時間予約
本人性確認
（Ｆｅｌｉｃａ）

診察
決済・処方
（Ｆｅｌｉｃａ）

調剤時間
連絡

在宅

大気情報の観測・蓄積

気象情報会社等への情報の提供

ユーザの環境情報へのニーズに対応

■ モバイルを活用した利便性の高い患者サポート環境の構築

Ｆｅｌｉｃａ
ゲート Ｆｅｌｉｃａ

患者支援システム
調剤情報 診療情報 認証情報

位置情報 会員管理 決済情報

（年内３６０箇所工事完了予定）
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21 融合サービス融合サービス ~ ~ フェムトセルフェムトセル ~~

・ 日本初の、フェムトセルを利用したホームエリアサービスを２００９年１１月に導入予定

フェムトセル

Ｉｎｔｅｒｎｅｔ

ドコモ網

コンテンツ/
サービスプロバイダ

ブロードバンド
回線網

フェムトＢＴＳ

契約者

登録者

登録者

安定通信環境

在圏情報に連動した

在宅確認機能の提供

在圏離圏通知

高性能フェムトセル基地局装置

家電との連携

動画や音楽など、

大容量コンテンツも快適にご利用
家電・宅内機器の

遠隔コントロール

ＦＯＭＡ基地局

高性能
フェムトセル基地局を

宅内に設置

「自宅専用ＦＯＭＡエリア」の実現

今後 実現予定２００９年１１月開始（予定）
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22 端末ラインナップ端末ラインナップ

0

200

400

600

800

1,000

08/11 08/12 09/1 09/2 09/3 09/4 09/5 09/6 09/7 09/8 09/9

・ お客様ひとりひとりに、より適した端末をラインナップ
・ 新シリーズの累計販売台数は１,０００万台を突破

「デザイン」
「豊富なカラーバリエーション」

「新しさ、先取り感があること」
「機能をフルで楽しめること」

「洗練されたデザイン」
「薄型軽量であること」

「先進技術」
「最先端の操作性」

（単位：万台）

※２００８年 冬モデルからの累計販売台数

１,０００万台 突破※

（２００９年１０月１７日時点）

■ 新シリーズ累計販売台数

■ 各シリーズの販売比率 （２００９年７月～９月累計）
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23 ＰＣデータ通信端末ＰＣデータ通信端末

・ 定額制サービスの料金見直し等により、販売数は順調に拡大

■ データプラン※１契約数

０９/６０８/１２ ０９/３０８/９０８/６ ０９/９

■ ＰＣデータ通信端末 販売強化に向けた取組み

販売チャネルの拡大

一部ドコモショップでＰＣを用いたデータカード利用の訴求を実施

利用しやすい料金

１,０００円～５,９８５円※２ の２段階定額制 、
「定額データプラン スタンダード」を新設

※１ 従量制データプラン及び、定額データプラン スタンダード、定額データプラン６４Ｋの合計（バリュー含む） ※２ 「定額データプラン スタンダード バリュー」で、「定額データ スタンダード割」にご加入の場合

既存販売チャネルの強化

効果的なイベントの実施・売場の更なる拡充等により、
量販店での販売を強化

（単位：万契約）

２０

４０

６０

従量制データプラン

定額データプラン

■ ＰＣデータ通信端末 販売数

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ

５

１０

（単位：万台）

２００８年度 ２００９年度

6767

5858
5353505047474444

88 1010 1212 1616 2020
2828
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24 スマートフォンスマートフォンスマートフォンスマートフォン

・ スマートフォンをより便利にご利用いただくため、各種サービスの拡充を目指す

オープンＯＳ向けアプリ流通基盤

（２００９年１２月実施予定）

ブラウザ改善
Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｍａｒｋｅｔｐｌａｃｅ

ｆｏｒ Ｍｏｂｉｌｅ
(アプリケーション配信プラットフォーム)

操作性向上

付加価値向上を目指し、

今後も継続・拡大を検討

ｖｅｒ.６.１ ｖｅｒ.６.５ ｖｅｒ.６.１ ｖｅｒ.６.５ イメージ

Ｔ-０１Ａ： 『Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｍｏｂｉｌｅ® ６.５』 アップデートソフトを配布

今年度中に構築を目指す

オープンＯＳ端末

ＯＳバージョンアップの提供

各種コンテンツ・
アプリケーション

グローバルマーケットと
連携したアプリ流通基盤

・日本人向けにローカライズ

・すぐに使える、主要コンテンツ・アプリを
パッケージ化して提供

オープンプラットフォーム市場の
拡大・発展

グローバルマーケット グローバルマーケット

「ドコモ・マーケット」 （仮）

端末ラインナップ

ＢｌａｃｋＢｅｒｒｙ Ｂｏｌｄ

ＨＴ-０３ＡＴ-０１Ａ

更に拡充予定更に拡充予定

ＨＴ-０３Ａ： 『Ａｎｄｒｏｉｄ １.６』 アップデートソフト配布（２００９年１０月２３日より順次実施）
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25 ＬＴＥＬＴＥ

・ ２０１０年１２月の提供開始に向け、順調に準備は進捗

３Ｇ３ＧエリアエリアＬＴＥＬＴＥエリアエリア

・ 需要の高い地域から順次展開予定

２ＧＨｚ帯から導入し、１.５ＧＨｚ帯に拡大予定

ドコモ・ＮＥＣ・パナソニックモバイル・富士通にて、
ＬＴＥ向け通信プラットフォームを共同開発

エリア端末

周波数

・２０１４年度末までに

「エリア展開：約２万局、人口カバー率：約５０％」 予定

設備投資計画

５年間（２０１０～２０１４年度）で

３,０００～４,０００億円の設備投資を計画

■ ＬＴＥ通信プラットフォーム

下り １００Ｍｂｐｓ/上り ５０Ｍｂｐｓの

高速伝送をサポート

Ｗ-ＣＤＭＡ/ＧＳＭエリアへの

移動時もスムーズなハンドオーバを実現

特徴特徴

端末の開発コスト低減・開発期間の短縮が可能端末の開発コスト低減・開発期間の短縮が可能

ライセンスとして提供を検討

（２００９年１０月１日報道発表）
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26 グローバル展開グローバル展開 （１）（１）

0%

10%

20%

30%

08/11 12 09/1 2 3 4 5 6 7 8 9
0

100

200

300

400

・ 純増数は好調に推移し、８月にはインド国内純増シェア１位を獲得

・ ＧＳＭサービスエリアも順調に展開中

（単位：万契約）（単位：％）

全２２サークルのうち

１０サークルにて
ＧＳＭサービスを提供開始

（２００９年１０月１９日現在）

全２２サークルのうち

１０サークルにて
ＧＳＭサービスを提供開始

（２００９年１０月１９日現在）

８月はインド国内
純増シェア１位を獲得

純増数 ： ３４２万

※ 純増数及び純増シェアはＴＴＳＬ/ＴＴＭＬのＧＳＭサービス、ＣＤＭＡサービスの合計 （出所：ＴＲＡＩ）

Punjab

Gujarat

Karnataka

Tamil 
Nadu

Haryana

Maharashtra

Andhra 
Pradesh

Rajasthan

Madhya 
Pradesh

UP(E)

UP(W)

Orissa

Bihar

West
Bengal

H imachal

Pradesh

Kerala

Mumbai

Kolkata

Chennai

Jammu & 

Kashmir

Assam, 

North East

Delhi

年内にインドほぼ全土のエリア展開を目指す

ＧＳＭサービス開始
（２００９年６月２４日）

ＧＳＭサービス開始
（２００９年６月２４日）

：純増シェア（左軸）

：純増数（右軸）

インド ＴＴＳＬ社

■ 純増数・純増シェア※ ■ＧＳＭサービス展開状況
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27 グローバル展開グローバル展開 （２）（２）

・ コンテンツ・プラットフォームといった上位レイヤへの取組みを推進

・ 海外渡航者向けサービスも更に拡充し、収益拡大を目指す

コンテンツ・
サービス

プラット
フォーム

ネットワーク

ドコモ・ネザーランドより、
海外へのコンテンツ配信を

一元的に実施

欧州・アジア等 各国通信キャリアのネットワークを

通じたコンテンツ・サービスの提供

（０９年６月１１日開始）

インド ＴＴＳＬ社より提供
（０９年６月２４日開始）

フランス ブイグテレコム社を

通じて日本のマンガを配信

（０９年１１月２日開始予定）

現在 ｎｅｔ ｍｏｂｉｌｅ社への

ＴＯＢ実施中

海外コンテンツ配信
プラットフォーム基盤の

更なる強化

上位レイヤへの取組み

マンガモード ｉチャネル

海外渡航者向けサービスの拡充

■ 海外渡航先でのＧＰＳサービス

測位成功情報を蓄積した、「学習型

データベース」により、海外でも高速・

高性能なＧＰＳ測位が可能

学習型ＤＢ

アシストデータ

成功した緯度経度
を元に学習

測位成功

現在地確認

ナビゲーション

経路探索

周辺情報

■ 海外サポートデスク

利便性向上を目指し、更なる拡充を

目指す

（０９年１０月２９日）

ハワイ・ロンドン・ニューヨークに加え、

上海でも開設

（特許申請中）
イギリス： 在英日本人向けに

提供開始予定
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28 中期ビジョン重点項目の進捗状況中期ビジョン重点項目の進捗状況 （１）（１）

・ 中期ビジョン発表から１年が経過し、全体として着実な手応え

・ パケットＡＲＰＵ ： 定額制加入拡大と動画サービス拡充により、想定より好調に推移

０９年度
（今回予想）

１２年度目標０８年度

【パケ・ホーダイ契約率※】

７０％

３９％

パケット収入増パケット収入増

４７％

０９年度
（当初予想）

パケットＡＲＰＵ

音声ＡＲＰＵ

総合ＡＲＰＵ

総合ＡＲＰＵの
下げ止まり

音声ＡＲＰＵと
パケットＡＲＰＵの

逆転

【ＡＲＰＵの中期的見通しイメージ】

５５％

「パケ・ホーダイ ダブル」
「Ｂｉｚ・ホーダイ ダブル」の
導入、料金改定

「メール使いホーダイ」の提供

定額制加入の推進

「ＢｅｅＴＶ」 の開始

動画サービスの進化

（０９年１２月１日提供開始）

導入 ０８年１２月１日

料金改定
０９年５月１日、０９年８月１日

（０９年５月１日提供開始）

※ パケ・ホーダイ契約率＝パケ・ホーダイ契約数（パケ･ホーダイ フル、パケ・ホーダイ ダブルを含む）/ＦＯＭＡⅰモード契約数

パケ・ホーダイ ダブル

上限到達率

５０％
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29 中期ビジョン重点項目の進捗状況中期ビジョン重点項目の進捗状況 （２）（２）

・ 新収益源 ： 弾込め段階にある取組みの着実な収益化を目指す

・ コスト効率化 ： ０９年度（予想）で１,３００億円を削減、今後も着実に継続

ＮＷコストの削減

一般経費の削減

１,３００億円

更なるコスト削減
２,０００億円

１２年度目標０９年度（予想）

【コスト削減額（０７年度との比較）】

新収益源 創出新収益源 創出

０９年（予想）

３９０万 １,２００万

１２年度目標

１２年度目標

１００万台

コスト効率化コスト効率化

サービスのパーソナル化

ソーシャルサポート

融合サービス

【【 ｉコンシェル契約数ｉコンシェル契約数 】】

【【 フェムトセル販売数フェムトセル販売数 】】 ０９年１１月導入
（予定）

【【 大気情報センシング大気情報センシング センサー設置数センサー設置数 】】
０９年度中トライアル開始

１０年度以降本格展開

将来的には

１万箇所程度を設置

１２年度目標：１２年度目標： ３３,,０００億円０００億円



本資料に記載されている会社名、製品名などは該当する会社の商標または登録商標です
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32 営業収益の推移営業収益の推移 US GAAP

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

端末機器販売収入 3,192 2,525 5,410 6,640 

その他の収入 767 1,271 2,740 2,690 

携帯電話収入(音声収入、パケット収入) 18,719 17,662 34,610 34,490 

2008/4-9（1H） 2009/4-9（1H) 2010/3（通期予想） 2010/3（通期予想）

22,678

（単位：億円）

（単位：億円）

◆ 「国際サービス収入」 は 「携帯電話収入」 に含めております

21,458

42,760

-5.4%

43,820

(０９/４/２８発表)(今回発表)
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33 営業営業費用費用の推移の推移 US GAAP

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

人件費 1,267 1,268 2,600 2,630 

租税公課 200 196 390 390 

減価償却費 3,484 3,378 7,030 7,100 

固定資産除却費 187 186 460 450 

通信設備使用料 1,658 1,558 2,950 3,020 

経費 10,113 10,019 21,030 21,930 

（再掲）収益連動経費＊ 6,400 5,972 12,260 13,260

（再掲）その他経費 3,713 4,047 8,770 8,670

2008/4-9（1H） 2009/4-9（1H) 2010/3（通期予想） 2010/3（通期予想）（単位：億円）

16,908 16,606

34,460

（単位：億円）

＊収益連動経費＝端末機器原価＋代理店手数料＋ポイントサービス経費

-1.8%

35,520

(０９/４/２８発表)(今回発表)
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34 設備投資の推移設備投資の推移

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

その他（情報システム等） 549 582 1,420 1,400 

携帯電話事業（FOMA） 2,352 2,155 4,420 4,540 

携帯電話事業（mova） 41 31 70 50 

携帯電話事業（その他） 423 394 990 900 

2008/4-9（1H） 2009/4-9（1H） 2010/3(通期予想) 2010/3(通期予想)

（単位：億円）

3,365 3,161

6,900

（単位：億円）

-6.0%

6,900

(０９/４/２８発表)(今回発表)



RESULTS FOR RESULTS FOR 22Q OF FYQ OF FY20092009

SLIDE No.

35 オペレーションの状況オペレーションの状況

◆携帯電話事業者各社における契約数の考え方の統一を図るため、通信モジュールサービス契約数を携帯電話契約数に含めて記載しております

（マーケットシェア、販売数、解約率についても、 通信モジュールサービス契約数を含めて算出）

◆MOU・ARPUの定義および算出方法については、本資料の３８頁「MOU・ARPUの定義および算出方法について」をご参照ください

1,590+1.8%1,5361,509（再）通信モジュールサービス

携
帯
電
話

--14.2%8,80810,265販売数

48,900+1.3%48,67048,069（再）ｉモード

買い増し

移行

新規

取替

新規

FOMA

mova

（再）FOMA
（再）mova

MOU（FOMA+mova）【分】

ARPU（FOMA+mova）【円】

解約率【％】

販売数【千】

（端末持込分含む）

マーケットシェア【％】

契約数【千】

--85.5%429
--82.6%845

--1.2 points50.351.5

53,030+10.4%51,25846,444
2,770-47.6%3,9287,493

55,800+2.3%55,18653,937

--1.4%136138

2010/3
(通期予想)

今回発表

増減
(1) →(2)

2009/4-9
(1H) (2)

2008/4-9
(1H) (1)

5,300
-
-
-
-

-16.6%5,3396,402
-14.2%1,4001,632
-4.6%2,0572,157

-7.5%5,4305,870
-0.06 points0.450.51
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36 ２００９年度２００９年度 第２四半期決算概況第２四半期決算概況 US GAAP

◆本資料における連結財務諸表等は、会計監査人による監査を受けておりません

◆フリーキャッシュフローの算定にあたっては、期間3ヶ月超の資金運用を目的とした金融商品の取得、償還及び売却による増減を除いています

＊各数値の算定については、本資料の３９頁「財務指標（連結）の調整表」並びに当社ホームページ (www.nttdocomo.co.jp) 内の「IR情報」をご参照ください

+1.3%+1.3%8,2768,2768,1718,171営業費用営業費用
（億円）（億円）

--44..11 pointspoints3838..6642.742.7EBITDAEBITDAマージンマージン
（（%%））**

+351.9+351.9%%1,8531,853410410フリーキャッシュフローフリーキャッシュフロー
（億円）（億円）**

--5.5%5.5%8,8438,8439,3559,355携帯電話収入携帯電話収入

（億円）（億円）

増減
(1) →(2)

2009/7-9
(2Q) (2)

2008/7-9
(2Q) (1)

--1414..55%%22,,3243242,7172,717税引前利益税引前利益

（億円）（億円）

--16.8%16.8%2,3342,3342,8052,805営業利益営業利益
（億円）（億円）

--3.3%3.3%10,61110,61110,97510,975営業収益営業収益
（億円）（億円）

--2020..77%%11,,3733731,7311,731当社に帰属する四半期当社に帰属する四半期
純利益純利益（億円）（億円）
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37
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0

5

10

15

20

25

MOU（左軸） 140 140 139 135 137 138 139 133 135 137

MOU対前年同期増減率（右軸） -3.4 -4.1 -4.8 -2.9 -2.1 -1.4 0 -1.5 -1.5 -0.7

07/4-6(1Q) 7-9(2Q) 10-12(3Q) 08/1-3(4Q) 08/4-6(1Q) 7-9(2Q) 10-12(3Q) 09/1-3(4Q) 09/4-6(1Q) 7-9(2Q)

携帯電話（ＦＯＭＡ携帯電話（ＦＯＭＡ++ｍｏｖａ）ｍｏｖａ） ＭＯＵＭＯＵ

・ ２００９年度第２四半期のＭＯＵは１３７分 （前年同期比：-０.７％）

（単位：%）（単位：分）

◆ MOUの定義および算定方法については、本資料の３８頁「 MOU・ARPUの定義および算出方法について」をご参照ください

通期ＭＯＵ １３８分
（前年同期比 –４.２%）

通期ＭＯＵ通期ＭＯＵ １３８分１３８分
（前年同期比（前年同期比 ––４４..２２%%））

通期ＭＯＵ １３７分
（前年同期比 –０.７%）

通期ＭＯＵ通期ＭＯＵ １３７分１３７分
（前年同期比（前年同期比 ––００..７７%%））

上期ＭＯＵ １３６分
（前年同期比 –１.４%）

上期ＭＯＵ上期ＭＯＵ １３６分１３６分
（前年同期比（前年同期比 ––１１..４４%%））
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38 ＭＯＵ・ＡＲＰＵＭＯＵ・ＡＲＰＵの定義および算出方法についての定義および算出方法について

◆ MOU（Minutes of Use）：１契約当たり月間平均通話時間

◆ ARPU（Average monthly Revenue Per Unit ）：１契約当たり月間平均収入

１契約当たり月間平均収入(ＡＲＰＵ)は、１契約当たりの各サービスにおける平均的な月間営業収益を計るために使われております。

ＡＲＰＵは無線通信サービス収入のうち各サービスの提供により得られる収入(毎月発生する基本使用料、通話料及び通信料)を、

当該サービスの稼動契約数で割って算出されております。従ってＡＲＰＵの算定からは各月の平均的利用状況を表さない契約事務手数

料などは除いております。

こうして得られたＡＲＰＵは１契約当たりの各月の平均的な利用状況及び当社による料金設定変更の影響を分析する上で有用な情報を

提供するものであると考えております。なお、ＡＲＰＵの分子に含まれる収入は米国会計基準により算定しております。

◆ 総合ARPU（FOMA+mova）：音声ARPU（FOMA+mova）＋パケットARPU（FOMA+mova）
◇ 音声ARPU（FOMA+mova）＝

音声ARPU（FOMA+mova）関連収入（基本使用料、通話料）÷稼動契約数（FOMA+mova）

◇ パケットARPU（FOMA+mova）＝

［パケットARPU（FOMA）関連収入（基本使用料、通信料）＋ｉモードARPU（mova）関連収入（基本使用料、通信料）］÷稼動契約数（FOMA+mova）

◇ ｉモードARPU（FOMA+mova）＝

ｉモードARPU（FOMA+mova）関連収入（基本使用料、通信料）÷稼動契約数（FOMA+mova）

◆ 総合ARPU（FOMA）：音声ARPU（FOMA）＋パケットARPU（FOMA）

◇ 音声ARPU（FOMA） ＝音声ARPU（FOMA）関連収入（基本使用料、通話料）÷稼動契約数（FOMA）

◇ パケットARPU（FOMA）＝パケットARPU（FOMA）関連収入（基本使用料、通信料）÷稼動契約数（FOMA）

◇ ｉモードARPU（FOMA）＝ｉモードARPU（FOMA）関連収入（基本使用料、通信料）÷稼動契約数（FOMA）

◆ 総合ARPU（mova）：音声ARPU（mova）＋ｉモードARPU（mova）

◇ 音声ARPU（mova） ＝音声ARPU（mova）関連収入（基本使用料、通話料）÷稼動契約数（mova）

◇ ｉモードARPU（mova）＝ｉモードARPU（mova）関連収入（基本使用料、通信料）÷稼動契約数（mova）

◆ ARPU、MOU算出時の稼動契約数は以下の通り

◇ 四半期：当四半期の「各月稼働契約数」*の合計

◇ 半期：半期の「各月稼働契約数」*の合計

◇ 通期：当年度の「各月稼働契約数」*の合計

* 「各月稼働契約数」：（前月末契約数 + 当該月末契約数）÷２

※ 通信モジュールサービスは、ARPU及びMOUの算定上、収入、契約数ともに含めておりません
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SLIDE No.

39 財務指標（連結）の調整表財務指標（連結）の調整表

1. ＥＢＩＴＤＡ、ＥＢＩＴＤＡマージン

（単位：億円、％）

2010年３月期通期
（今回予想）

2009年３月期
通期

2009年３月期
第２四半期

連結累計期間

2010年３月期
第２四半期

連結会計期間

2010年３月期
第２四半期

連結累計期間

a.ＥＢＩＴＤＡ 15,630 16,784 9,382 4,096 8,360

減価償却費 △ 7,030 △ 8,042 △ 3,484 △ 1,688 △ 3,378

有形固定資産売却・除却損 △ 300 △ 433 △ 128 △ 74 △ 130

営業利益 8,300 8,310 5,769 2,334 4,852

営業外損益（△費用） △ 50 △ 505 △ 168 △ 10 △ 53

法人税等 △ 3,320 △ 3,084 △ 2,194 △ 939 △ 1,941

持分法による投資損益（△損失） 20 △ 7 59 △ 5 3

控除：非支配持分に帰属する
　　　四半期（当期）純損益（△利益）

△ 20 5 △ 0 △ 7 △ 13

b.当社に帰属する四半期（当期）純利益 4,930 4,719 3,467 1,373 2,847

c.営業収益 42,760 44,480 22,678 10,611 21,458

　ＥＢＩＴＤＡマージン (=a/c) 36.6% 37.7% 41.4% 38.6% 39.0%

　売上高四半期（当期）純利益率 (=b/c) 11.5% 10.6% 15.3% 12.9% 13.3%

（注）当社が使用しているＥＢＩＴＤＡ及びＥＢＩＴＤＡマージンは、米国証券取引委員会（ＳＥＣ）レギュレーション S-K Item10(ｅ)で用いられている

　　　ものとは異なっております。従って、他社が用いる同様の指標とは比較できないことがあります。

2. フリー・キャッシュ・フロー（資金運用に伴う増減除く）

（単位：億円）

2010年３月期通期
（今回予想）

2009年３月期
通期

2009年３月期
第２四半期

連結累計期間

2010年３月期
第２四半期

連結会計期間

2010年３月期
第２四半期

連結累計期間

フリー・キャッシュ・フロー
（資金運用に伴う増減除く） 3,600 934 △ 646 1,853 945

資金運用に伴う増減（注） -                493 492 △ 302 △ 270

フリー・キャッシュ・フロー 3,600 1,427 △ 154 1,551 674

投資活動によるキャッシュ・フロー　 △ 7,310 △ 10,310 △ 4,238 △ 1,989 △ 4,411

営業活動によるキャッシュ・フロー 10,910 11,737 4,084 3,540 5,085

（注）資金運用に伴う増減とは、期間３ヵ月超の資金運用を目的とした金融商品の取得、償還及び売却による増減です。2009年3月期通期、

　　　2009年3月期第２四半期及び2010年3月期第２四半期の投資活動によるキャッシュ・フローは、資金運用に伴う増減を含んでおります。

　　　2010年3月期通期（今回予想）の投資活動によるキャッシュ・フローは、予想が困難であるため、資金運用に伴う増減は見込んでおりません。



本資料に記載されている会社名、製品名などは該当する会社の商標または登録商標です
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